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6・7面　タウンガイド
催し・講座・子育て・募集・お知ら
せなど、暮らしに役立つ便利な情報
が満載。

２面　市長に小林氏が３選
２月15日に実施された厚木市長選挙
の開票結果や、各投票所の投票率な
どをお知らせします。

３面　市民満足度調査の結果
市の総合計画「あつぎ元気プラン」
の検証を目的に実施している調査の
結果をお知らせします。

４・５面　被災地と向き合う人々
東日本大震災から間もなく４年。被
災地と向き合い、活動を続ける人た
ちを紹介します。

明
治
時
代
の
面
影
を
残
す
古
民
家
に
、
た
く
さ
ん

の
ひ
な
人
形
が
並
ん
で
い
ま
す
。
優
し
い
ほ
ほ

笑
み
、
愛
嬌
た
っ
ぷ
り
の
顔
立
ち
、
高
貴
な
姿
…
。
さ

ま
ざ
ま
な
表
情
を
見
せ
る
お
ひ
な
様
が
、
訪
れ
た
人
を

温
か
く
迎
え
ま
す
。

　

２
月
18
日
か
ら
、「
古
民
家
岸
邸
の
雛
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ひ
な
飾
り
は
、
荻
野
地
区
を
中

心
に
23
人
の
方
か
ら
市
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
。
時
が
移

り
変
わ
っ
て
も
各
家
庭
で
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
た
、

明
治
か
ら
昭
和
ま
で
の
７
段
飾
り
や
内
裏
び
な
、
羽
子

板
な
ど
が
岸
邸
を
彩
り
ま
す
。
寄
贈
者
と
20
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
手
で
、
丁
寧
に
飾
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
し
た
永
井
恵
子
さ
ん
（
70
・
下
荻
野
）
は
「
長

い
年
月
を
一
緒
に
過
ご
し
て
き
た
の
で
、
お
嫁
に
出
し

た
よ
う
な
気
分
。
素
敵
な
古
民
家
に
飾
ら
れ
、
た
く
さ

ん
の
人
に
見
て
も
ら
え
れ
ば
、
お
ひ
な
様
も
喜
ん
で
く

れ
る
と
思
う
」と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。
棚
板
の
骨
組
み
は
、

夫
の
英
夫
さ
ん
（
73
）
が
娘
の
初
節
句
に
合
わ
せ
て
手

作
り
し
ま
し
た
。
展
示
の
傍
ら
に
は
、
こ
う
し
た
ひ
な

人
形
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
も
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

岸
邸
で
は
、
五
月
人
形
や
七
夕
飾
り
の
展
示
、
お
月

見
な
ど
、
四
季
折
々
の
催
し
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
３

月
３
日
は
桃
の
節
句
。
ま
な
娘
の
健
や
か
な
成
長
へ
の

願
い
が
詰
ま
っ
た
ひ
な
人
形
と
共
に
、
春
の
訪
れ
を
感

じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
郷
土
資
料
館
☎
225
‒
２
５
１
５

かつて寄贈者が家族で囲んだひな人形を、岸邸の１階と２階に展示

問健康づくり課☎225-2597

日　時　３月15日までの10時～15時
休館日　月・火曜
会　場　市指定有形文化財
　　　　古民家岸邸
　　　　(上荻野792-2)

子ども予防接種週間
3月1日〜7日
入園・入学前に予防接
種を済ませましょう。

《バス》本厚木駅北口１番
乗り場から「半原」または
「上荻野車庫」行きに乗り
「久保」下車、徒歩５分

古民家岸邸の雛まつり

CATV 3/1〜放送
あつぎ 元気Wave

「岸邸の雛まつり」を映
像で紹介（詳細は６面）
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多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
市
長
と
し
て
３
期
目
の
市
政
運
営

を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
８
年
前
の
就
任
以
来
、「
み
ん
な
で
つ

く
ろ
う
元
気
な
あ
つ
ぎ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
、「
市
民
協
働
」「
現
地
対
話
主
義
」
の

信
念
を
貫
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
と
の
協
働
で
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
き
た
結
果
、
昨
年
２
月
に
は
全
国

８
１
２
市
区
を
対
象
と
し
た
「
経
営
革
新
度

調
査
」（
日
本
経
済
新
聞
社
）
で
、
日
本
一
の

評
価
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
ア
ミ
ュ
ー
あ
つ
ぎ
の
整
備
、
半
世
紀

ぶ
り
の
産
業
系
事
業
と
な
る
森
の
里
東
地
区

土
地
区
画
整
理
事
業
の
ス
タ
ー
ト
、
新
市
立

病
院
の
第
１
期
工
事
完
成
や
オ
ー
プ
ン
な
ど
、

厚
木
市
を
よ
り
魅
力
的
に
し
て
い
く
た
め
の

礎
を
築
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
は
、
総
合
計
画
「
あ
つ

ぎ
元
気
プ
ラ
ン
」
の
第
２
期
基
本
計
画
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
中
心
市
街
地
で
は
、
バ
ス

セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ
る
中
町
１
丁
目
周
辺
地

域
の
開
発
や
、
本
厚
木
駅
南
口
の
再
開
発
が

本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
。
さ
ら
に
郊
外
で
は
、

高
速
道
路
網
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
ま

す
ま
す
加
速
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

厚
木
市
は
先
月
１
日
、
市
制
施
行
か
ら
60

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
先
人
の
皆
さ
ま
が
築

い
て
き
た
こ
の
素
晴
ら
し
い
厚
木
市
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
、
誰
も
が
誇
り
を
持
て
る
県
央

の
雄
都
と
し
て
光
り
輝
か
せ
ら
れ
る
よ
う
前

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
が
誇
れ
る

�

光
り
輝
く
県
央
の
雄
都
へ

　

小
林
氏
は
２
月
23
日
の
朝
、
市
役
所
玄
関

前
で
市
議
会
議
員
、
市
民
、
市
職
員
な
ど
の

出
迎
え
を
受
け
な
が
ら
初
登
庁
し
、
４
年
の

任
期
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

投
票
率
は
42
・
60
％

　

市
長
選
挙
の
投
票
率
は
、
42
・
60
％
。
前

回
（
平
成
23
年
）
の
40
・
44
％
を
２
・
16
㌽

上
回
り
ま
し
た
。
開
票
結
果
や
各
投
票
所
の

投
票
者
数
・
投
票
率
は
左
表
の
通
り
で
す
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
☎
225
‒
2
4
9
0

　

任
期
満
了
に
伴
い
２
月
８
日
に
告
示
さ
れ

た
市
長
選
挙
に
は
、
無
所
属
で
現
職
の
小
林

常
良
氏
（
65
）
と
無
所
属
で
新
人
の
石
射
正

英
氏
（
61
）
の
２
人
が
立
候
補
し
ま
し
た
。

　

１
週
間
の
選
挙
戦
を
経
て
迎
え
た
２
月
15

日
、
市
内
43
カ
所
に
設
け
ら
れ
た
投
票
所
で

投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
投
票
終
了
後
は
速

や
か
に
荻
野
運
動
公
園
で
開
票
を
実
施
。
４

万
１
票
を
獲
得
し
た
小
林
氏
が
、
３
期
目
の

当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

公
約
の
実
現
を

　

当
選
の
翌
日
、
市
役
所
本
庁
舎
で
当
選
証

書
の
付
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
竹
内
正
德

選
挙
管
理
委
員
長
（
71
）
は
「
市
民
の
信
託

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
公
約
に
掲
げ
た
六
つ

の
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
て
、
積
極
的
な

市
政
運
営
に
努
め
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
、

当
選
証
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。
証
書
を
受
け

取
っ
た
小
林
氏
は
「
市
民
の
皆
さ
ん
に
軸
足

を
し
っ
か
り
と
置
き
、
市
民
協
働
と
現
地
対

話
主
義
を
信
念
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
力
強
く
あ
い
さ
つ
。
続
け
て
「
市
民
の
命

を
守
る
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
第
一
に

考
え
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　２月15日に実施された厚木市長選挙で、小林常良氏（65）
が３選を果たしました。まちづくりの方向性を示した総合計
画「あつぎ元気プラン」を基に、ことし４月からは具体的な
施策を定めた「第２期基本計画」がスタートします。

選
　
挙

ト
ピ
ッ
ク

竹内選挙管理委員長から当選証書を受け取る小林氏

厚木市長選挙

市長に小林氏が３選

厚木市長選挙の開票結果

投票総数� 7万6515票
有効投票数� 7万5802票
無効投票数� 713票

３
期
目
ス
タ
ー
ト
に
当
た
っ
て

　　　　小林常良氏（無・現）
� 4万0001票
　　　　石射正英氏（無・新）
� 3万5801票

当選

あつぎ 元気Wave
CATV  3/1〜放送

厚木市長選挙投票者数・投票率
投票区 投票所 当日有権者数（人） 投票者数（人）投票率（％）

1 厚木北公民館 5468 2401 43.91
2 あつぎ市民交流プラザ 4041 1713 42.39
3 厚木第二小学校 5476 2105 38.44
4 依知南公民館 4451 1791 40.24
5 依知小学校 6194 2287 36.92
6 上依知小学校 5039 2286 45.37
7 下川入第二自治会館 1274 597 46.86
8 睦合北公民館 2417 1041 43.07
9 清水小学校 5901 2357 39.94
10 睦合中学校 6016 2222 36.93
11 荻野小学校 3678 1669 45.38
12 荻野公民館上荻野分館 1651 736 44.58
13 飯山小学校 4365 2358 54.02
14 小鮎公民館 4957 2103 42.42
15 七沢老人憩の家 1541 937 60.80
16 愛名老人憩の家 3533 1423 40.28
17 緑ケ丘公民館 3737 1659 44.39
18 南毛利中学校 5160 2211 42.85
19 南毛利小学校 6045 2904 48.04
20 愛甲児童館 4592 1904 41.46
21 相川公民館 2455 958 39.02
22 妻田小学校 5615 2201 39.20
23 林中学校 6045 2307 38.16
24 愛甲公民館 4055 1760 43.40
25 岡田児童館 2564 1023 39.90
26 小野児童館 1455 812 55.81
27 睦合西公民館 2591 1152 44.46
28 鳶尾小学校 3900 1741 44.64
29 毛利台児童館 3348 1940 57.95
30 南毛利公民館 5777 2471 42.77
31 厚木南公民館 3521 1458 41.41
32 北小学校 5926 2251 37.99
33 森の里公民館 5771 2976 51.57
34 厚木中学校 5949 2202 37.01
35 戸室小学校 6453 2495 38.66
36 睦合南公民館 4315 1857 43.04
37 相川中学校 4074 1480 36.33
38 厚木南老人憩の家 3668 1678 45.75
39 古松台児童館 2578 1129 43.79
40 金田自治会館 2783 1256 45.13
41 三田小学校 3696 1433 38.77
42 荻野中学校 5823 2462 42.28
43 妻田児童館 1718 769 44.76

計 17万9616 7万6515 42.60
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調
査
は
、
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方
３

５
０
０
人
を
対
象
に
実
施
し
、
１
５
３
７
人

の
方
か
ら
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。
調
査
内
容

に
は
７
分
野
37
項
目
を
設
定
し
、
項
目
ご
と

の
満
足
度
、
重
要
度
を
調
査
（
左
欄
参
照
）。

全
般
的
な
市
の
満
足
度
を
計
る
総
合
満
足
度

も
調
べ
ま
し
た
。

８
割
以
上
の
項
目
で
目
標
を
達
成

　

調
査
で
得
ら
れ
た
満
足
度
の
平
均
値
は

54
・
５
％
。
８
割
以
上
の
項
目
で
目
標
値
を

達
成
し
ま
し
た
。
特
に
満
足
度
が
高
か
っ
た

項
目
は
「
資
源
と
ご
み
の
分
別
の
取
組
」

（
81
・
１
％
）、「
予
防
医
療
の
観
点
か
ら
の

健
康
づ
く
り
」（
72
・
２
％
）、「
観
光
の
振
興
」

（
70
・
３
％
）
で
す
。
重
要
度
で
は
「
資
源

と
ご
み
の
分
別
の
取
組
」（
90
・
３
％
）、「
消

防
・
救
急
体
制
の
充
実
」（
89
・
１
％
）、「
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」（
88
・
３
％
）
の

順
に
高
い
と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
特
徴
的
だ
っ
た
の
は
「
市

民
協
働
に
よ
る
行
政
運
営
」
の
満
足
度
、
重

要
度
が
、
共
に
前
回
か
ら
最
も
上
昇
し
た
こ

と
で
す
。
自
治
会
と
連
携
し
た
活
動
や
、
市

民
参
加
の
機
会
を
多
く
設
け
て
き
た
こ
と
な

ど
が
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

よ
り
住
み
よ
い
ま
ち
を
目
指
し
て

　

住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
市

民
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
計
画
的
な
施
策
展

開
が
必
要
で
す
。市
で
は
、調
査
結
果
を
基
に

施
策
の
内
容
を
検
証
し
、
誰
も
が
笑
顔
で
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
企
画
政
策
課
☎
225
‒
２
４
５
５

　

市
民
満
足
度
調
査
は
、市
の
総
合
計
画
「
あ
つ
ぎ
元
気
プ
ラ
ン
」
の
検
証
を
目
的
に
毎
年
度
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
調
査
で
は
、
総
合
満
足
度
が
「
満
足
」「
や
や
満
足
」
を
合
計
し
て
73
％
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

市
で
は
調
査
結
果
を
生
か
し
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
民
満
足
度
調
査
の
結
果
ま
と
ま
る

トピック 市民満足度
総合満足度の割合

14.6％
満足

58.4％
やや満足

10.0％

あまり
満足でない

3.1％
満足でない

10.7％
分からない

無回答
3.2％

75%が
高評価

73.0%
合計

73.0%が満足と回答
合計

調 査 の 概 要

総合満足度の割合 （全体1537人)

自治会加入に関する相談は、地域の自治会長・組長・班長へ。　問市民協働推進課☎225–2101

自
治
会

　市内には219の自治会があり、
防犯や環境美化、防災などの活動
に当たっています。自治会活動に
加わり、みんなの手でより良い地
域にしていきましょう。

～みんなで協力して、より良い地域に～

参加しよう　自治会活動
３月は、

自治会加入
促進月間

道路、公園の清掃や、ごみ集積所の管理など
を担っています。

環境
美化

ミニデイサービスや子育てサロンの開催に協
力するなど、地域福祉の向上に努めています。福祉

定期的にパトロールなどを実施し、犯罪のな
い安心して暮らせる地域をつくっています。防犯

「広報あつぎ」の配布や回覧などを通して、地
域の情報を皆さんの元へと届けています。広報

登下校を見守る「愛の目運動」や交通安全を呼び
掛ける啓発活動などを実施しています

運動会や盆踊りなどのイベントを地域の団体と
連携して実施し、住民同士の絆を深めています

自治会ごとに自主防災隊を組織し、いつ起きても
おかしくない災害に備えています

見守り 交  流 防  災

　市では、さらなる満足度の向上に向
け、重要度が高く満足度が他と比べて
低い項目の改善に取り組んでいきます。
● 高齢者の生活環境づくり
● 障がい者の生活環境づくり
● 健康で安心・安全に暮らせるまち
    づくり
● 学校教育の充実
● 中心市街地の活性化
● 快適な生活環境の整備
● 交通環境の整備
● 就労・雇用環境の改善

優先的に取り組むべき項目
調査結果から見た

「
市
民
協
働
に
よ
る
行
政
運
営
」
の
満
足
度
が
向
上

調査期間	平成26年7月16日～31日
調査分野【7分野37項目】
❶福祉、医療、保健（5問）
❷市民生活、治安・災害対策（7問）
❸教育、生涯学習、文化、スポーツ（6問）
❹環境、河川（6問）　
❺都市、道路、交通（4問）
❻産業、労働（4問）　❼行政経営（5問）
回収率		43.91％（3500人中1537人が回答）
※市役所1階市政情報コーナーや図書
館、公民館、市ホームページなどで公開。



特 集

　

平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

か
ら
間
も
な
く
４
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。

被
災
地
は
復
興
に
向
け
て
少
し
ず
つ
歩
み
を
進

め
て
い
る
。
震
災
の
報
道
を
見
掛
け
る
こ
と

が
少
な
く
な
る
中
、
震
災
の
記
憶
を
風
化
さ

せ
ず
被
災
地
と
向
き
合
い
活
動
を
続
け
て
い

る
人
た
ち
が
い
る
。
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平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

か
ら
間
も
な
く
４
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。

被
災
地
は
復
興
に
向
け
て
少
し
ず
つ
歩
み
を
進

め
て
い
る
。
震
災
の
報
道
を
見
掛
け
る
こ
と

が
少
な
く
な
る
中
、
震
災
の
記
憶
を
風
化
さ

せ
ず
被
災
地
と
向
き
合
い
活
動
を
続
け
て
い

る
人
た
ち
が
い
る
。

　昨年３月、飯山にある東京工芸大学のキャンパスで、東日本大
震災の様子を伝える小さな写真展が開催された。今もボランティ
アを続けながら被災地に赴き、写真を撮り続ける学生の思いに
迫った。

　雄勝町の海産物の販売、震災写真のパネル
展示など盛りだくさんの内容で開催します。こ
としは、雄勝町の「伊達の黒船太鼓保存会」
が復興へ向けた太鼓を披露します。楽しみな
がら、支援につながるイベントです。

　武川さんが撮影し続けている被災地
の写真を展示します。

武川健太さん写真展

地
問厚木商工会議所☎221-2153

《日時》
《会場》藤塚みどり公園（上依知3000-1）
《内容》●雄勝町海産物の特別販売

●雄勝町伊達の黒船太鼓の演奏
●震災写真のパネル展示
●キッズダンスショー
●マジックショー　　など

東京工芸大学3年 武川 健太さん

む　　かわ　　 けん      た

　一つの企業が始めた被災地の支援が形を変え、地域に広が
りを見せている。支援の在り方を模索し、たどりついたのは祭
りの開催だった。被災地の人々との交流を深めようと準備に奮
闘している人たちにその思いを聞いた。

厚木商工会議所 依知北ブロック会議

東日本大震災義援金問福祉総務課☎225-2200

問広報課☎225-2040

雄
勝
町

　被災地を支援するため、日本赤十字社では義援金を受け付
けています。市役所本庁舎や福祉総務課などにある募金箱か
振り込みをご利用ください。

《振込先》横浜銀行　県庁支店（普通）0769608
　　　　 郵便局　00290-8-20001
《受取人》日本赤十字社神奈川県支部　支部長　黒岩祐治
《手数料》銀行＝窓口で専用振込用紙を使用した場合は無料
　　　　  郵便局＝窓口で取り扱いの場合は無料
《その他》通信欄に「東日本大震災義援金」とお書きください
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線
路
の
中
で
伸
び
切
っ
た
雑
草
、
供
物
が

さ
さ
げ
ら
れ
た
荒
地
の
地
蔵
、
打
ち
上
げ
ら

れ
た
大
型
貨
物
船
と
歪
ん
だ
線
路
︱
。「
僕
ら

が
、写
真
で
で
き
る
こ
と
。」
と
題
し
た
写
真

展
に
は
、
一
人
の
大
学
生
が
写
し
た
被
災
地

の
写
真
約
20
枚
が
並
ん
だ
。

　

写
真
展
を
開
催
し
た
の
は
、
東
京
工
芸
大

学
写
真
学
科
の
武
川
健
太
さ
ん（
21
）。
宮
城

県
登
米
市
の
出
身
で
、
今
も
学
業
の
傍
ら
震

災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
携
わ
り
、
被
災
地
の
姿

を
撮
り
続
け
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
の
は
、
武
川

さ
ん
が
高
校
二
年
生
の
時
だ
っ
た
。「
先
輩
た

ち
を
送
る
卒
業
式
の
最
中
、
突
然
大
き
な
揺

れ
に
襲
わ
れ
体
育
館
中
が
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ

た
」。
武
川
さ
ん
は
自
宅
に
帰
れ
ず
、近
く
の

小
学
校
の
体
育
館
で
一
夜
を
過
ご
し
た
。

　

武
川
さ
ん
が
被
災
地
の
写
真
を
初
め
て

撮
っ
た
の
は
、
震
災
か
ら
３
週
間
後
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
石
巻
市
雄
勝
町
に
入
っ
た

時
だ
っ
た
。
中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
鉄
道
写
真

が
趣
味
だ
っ
た
武
川
さ
ん
は
、
愛
用
の
一
眼

レ
フ
カ
メ
ラ
を
手
に
雄
勝
町
に
向
か
っ
た
。

現
地
に
着
い
た
時
、
目
の
前
に
広
が
る
光
景

に
武
川
さ
ん
は
言
葉
を
失
っ
た
。「
悲
惨
な
状

況
が
脳
裏
に
焼
き
付
く
の
が
怖
く
て
フ
ァ
イ

ン
ダ
ー
を
の
ぞ
け
な
か
っ
た
」。そ
の
時
に
撮

影
で
き
た
の
は
、わ
ず
か
５
枚
ほ
ど
だ
っ
た
。

　

大
学
に
進
ん
で
か
ら
も
武
川
さ
ん
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
帰
省
な
ど
、
機
会
を
見

つ
け
て
は
被
災
地
に
足
を
運
ん
だ
。
次
第
に

現
地
の
人
た
ち
と
も
言
葉
を
交
わ
す
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
武
川
さ
ん
。
被
災
地
で
暮
ら

す
人
た
ち
は
、
復
興
に
向
か
っ
て
い
る
姿
を

見
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
や
、
多
く

の
人
と
の
つ
な
が
り
を
求
め
て
い
る
こ
と
を

知
っ
た
。
交
流
が
深
ま
る
に
つ
れ
、
撮
影
す

る
写
真
の
枚
数
も
増
え
て
い
っ
た
。「
写
真
の

本
質
は
真
実
を
記
録
す
る
こ
と
。
自
分
の
写

真
を
通
じ
て
、
震
災
の
記
憶
を
多
く
の
人
と

共
有
し
た
い
」。武
川
さ
ん
は
そ
う
考
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
「
写
真
展
を
開
い
て
み
た
ら
」。
武
川
さ
ん

の
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
の
は
、
仲
良
く
し

て
い
た
大
学
の
図
書
館
の
職
員
だ
っ
た
。
写

真
展
で
は
、
震
災
直
後
か
ら
再
建
が
進
み
つ

つ
あ
る
街
並
み
ま
で
、
３
年
に
わ
た
る
被
災

地
の
姿
を
展
示
し
た
。
写
真
展
は
、
好
評
を

博
し
、
学
生
や
市
民
だ
け
で
な
く
県
外
か
ら

も
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
、
厚
木
に
続
い
て

都
内
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
開
催
さ
れ
た
。

　
「
復
興
に
向
か
う
現
地
の
姿
が
見
ら
れ
て

よ
か
っ
た
」「
震
災
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め

に
、撮
り
続
け
て
ほ
し
い
」。
来
場
者
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
声
は
、
撮
影
を
続
け
る
武
川
さ
ん

の
励
み
に
な
っ
た
。「
あ
の
写
真
展
を
き
っ
か

け
に
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
被
災
地
に
足

を
運
ん
で
く
れ
て
い
た
ら
う
れ
し
い
」
と
武

川
さ
ん
は
笑
顔
で
振
り
返
る
。

　

現
在
、
大
学
生
活
の
傍
ら
、
プ
ロ
カ
メ
ラ

マ
ン
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
も
務
め
て
い
る
武
川

さ
ん
。
卒
業
し
て
も
被
災
地
の
撮
影
は
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
と
し
て
続
け
る
こ
と
を
決
め
て
い

る
。
今
後
は
町
の
姿
だ
け
で
な
く
、
た
く
ま

し
く
復
興
に
向
か
う
人
々
に
も
レ
ン
ズ
を
向

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

カ
メ
ラ
を
通
じ
、
被
災
地
や
被
災
者
に
寄

り
添
い
続
け
る
武
川
さ
ん
。「
現
地
の
人
が
心

か
ら
元
気
に
な
る
こ
と
が
、
本
当
の
意
味
で

の
復
興
だ
と
思
う
」。レ
ン
ズ
の
先
に
被
災
地

の
復
興
を
見
据
え
、
武
川
さ
ん
は
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
り
続
け
る
。

問
東
京
工
芸
大
学
☎
242
‒
９
６
０
０

被災地で撮影に臨む（武川さん提供）

　
「
お
互
い
の
住
民
が
交
流
で
き
る
場
に
し

た
い
」「
黒
船
太
鼓
を
招
待
し
祭
り
の
目
玉
に

し
よ
う
」。４
月
に
宮
城
県
石
巻
市
雄
勝
町
の

住
民
を
招
い
て
開
催
さ
れ
る
「
復
興
支
援
交

流
ま
つ
り
」（
左
下
欄
参
照
）
に
向
け
、内
陸

工
業
団
地
の
会
議
室
で
は
活
発
に
意
見
が
交

わ
さ
れ
て
い
た
。
主
催
す
る
の
は
、
企
業
の

経
営
者
な
ど
に
よ
る
交
流
組
織
「
厚
木
商
工

会
議
所
依
知
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
」
の
メ
ン

バ
ー
た
ち
。
き
っ
か
け
は
、
メ
ン
バ
ー
の
一

人
で
段
ボ
ー
ル
製
造
会
社
を
営
む
歳と

し

原は
ら

博ひ
ろ

幸ゆ
き

さ
ん
（
66
）が
続
け
て
い
た
支
援
だ
っ
た
。

　

雄
勝
町
は
、
歳
原
さ
ん
の
祖
父
母
の
故
郷

だ
っ
た
。
震
災
直
後
、
歳
原
さ
ん
は
い
ち
早

く
支
援
を
決
め
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な

ど
の
生
活
必
需
品
や
段
ボ
ー
ル
な
ど
を
送
り

届
け
た
。
が
れ
き
の
撤
去
や
側
溝
の
掃
除
に

当
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
、
社
費
を
投
じ

て
社
員
ら
を
派
遣
。
さ
ら
に
、
主
産
業
で
あ

る
カ
キ
養
殖
の
再
建
を
支
え
た
。
だ
が
、
歳

原
さ
ん
は
一
企
業
や
一
個
人
の
支
援
に
限
界

も
感
じ
て
い
た
。「
病
院
や
学
校
も
失
い
、町

に
残
っ
て
い
る
人
た
ち
も
一
部
だ
け
。
そ
ん

な
厳
し
い
境
遇
の
方
た
ち
を
簡
単
に
は
支
え

ら
れ
な
い
。
で
も
何
も
し
な
け
れ
ば
関
係
は

途
切
れ
て
し
ま
う
…
」

　

も
ど
か
し
さ
を
抱
え
て
い
た
歳
原
さ
ん

は
、
依
知
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
席
上
で
雄
勝

町
の
窮
状
を
訴
え
た
。
メ
ン
バ
ー
は
何
が
で

き
る
か
を
話
し
合
い
、
雄
勝
町
特
産
の
カ
キ

や
ホ
タ
テ
な
ど
を
販
売
す
る
祭
り
を
企
画
。

支
援
と
交
流
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
お
と
と
し

の
４
月
に
開
催
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
上
依

知
の
藤
塚
み
ど
り
公
園
に
は
、
１
０
０
０
人

以
上
が
訪
れ
、招
か
れ
た
養
殖
業
者
か
ら「
こ

ん
な
に
売
れ
た
の
は
初
め
て
」
と
言
わ
れ
る

ほ
ど
の
盛
況
振
り
だ
っ
た
。

　
「
支
援
を
無
理
な
く
続
け
て
い
く
に
は
、祭

り
と
い
う
形
が
良
か
っ
た
。
上
依
知
だ
け
で

な
く
雄
勝
町
の
皆
さ
ん
か
ら
も
継
続
を
望
む

声
が
あ
り
、２
回
目
の
開
催
を
決
め
た
」。
そ

う
話
す
の
は
、
金
属
の
リ
サ
イ
ク
ル
会
社
を

経
営
し
、
祭
り
の
実
行
委
員
長
も
務
め
る
服

部
明あ

き
らさ
ん
（
51
）。
服
部
さ
ん
は
昨
年
５
月
、

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
メ
ン
バ
ー
や
地
域
の
住
民

ら
と
共
に
被
災
地
を
視
察
し
た
。「
復
興
へ
は

ま
だ
道
半
ば
。
被
災
地
と
ど
の
よ
う
に
向
き

合
っ
て
い
く
か
あ
ら
た
め
て
考
え
る
と
、
こ

れ
か
ら
は
住
民
同
士
の
心
の
交
流
が
よ
り
大

切
に
な
る
」
と
、
未
だ
津
波
の
爪
痕
が
残
る

街
並
み
を
目
の
当
た
り
に
し
た
服
部
さ
ん
は

強
調
す
る
。

　

服
部
さ
ん
は
自
治
会
や
子
ど
も
会
、
他
地

区
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
も
協
力
を
呼
び
掛
け
、
地

域
全
体
で
交
流
で
き
る
環
境
を
整
え
た
。「
歳

原
さ
ん
が
始
め
た
支
援
が
地
域
に
広
が
り
、

地
元
の
人
た
ち
も
祭
り
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
。震
災
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

支
援
と
交
流
を
続
け
た
い
」
と
意
気
込
む
。

歳
原
さ
ん
は
「
祭
り
を
通
じ
て
生
ま
れ
た
触

れ
合
い
は
、
き
っ
と
未
来
に
つ
な
が
る
。
そ

の
き
っ
か
け
づ
く
り
が
で
き
た
ら
う
れ
し

生えるはずのない線路内にも雑草が（武川さん提供）

供物がささげられた地蔵（武川さん提供）

写真展を開催した武川さん

●上支援を続ける歳原さん（左）とカキ養殖業の皆さん
●下昨年視察した南三陸町防災対策庁舎（共に歳原さん提供）

祭りの実行委員長を務める服部さん

い
」
と
ほ
ほ
笑
む
。

　

支
援
の
と
も
し
び
を
絶
や
さ
ず
、
活
動
を

続
け
る
人
た
ち
。
そ
の
光
は
、
地
域
と
被
災

地
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
な
っ
て
い
る
。

問
厚
木
商
工
会
議
所
☎
221
‒
２
１
５
３
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みみ んん ななの で
つくる
声声

ままちち

と移動子育てサロンの運営・訪問
業務・育児相談など《雇用期間》
4月1日～9月30日（更新あり）《勤
務日時》①週5日（土・日曜含む）
=8時30分～17時15分②週3日（土・
日曜含む）=9時30分～16時30分
《給与》①月額16万9300円②時給
1010円（土・日曜は1364円）申市
販の履歴書に写真を貼り、3月11
日までに直接、子育て支援セン
ター☎225-2922へ。3月17日に面
接を予定。
	
新あつぎ市民健康体操の
普及員を募集
　地域で「新あつぎ市民健康体操」
（あゆコロちゃん体操）を広める
ボランティアを募集します。
　《対象》市内在住で応募日現在
18歳以上の方20人《活動時間》1
回2時間程度（月数回）《任期》4
月1日～平成28年3月31日（予定）。
申保健センターや公民館にある申
込書（市ホームページからダウン
ロード可）に必要事項を書き、3
月2日～27日に直接、健康づくり
課☎225-2201へ。書類選考あり。
	
軽自動車税の廃車・変更届
はお早めに
　軽自動車税は、4月1日に原動機
付自転車、軽自動車などを所有す
る場合に課税されます。譲渡や盗
難などで所有していない方は、3
月中に手続きをしてください。
　《手続き場所》原動機付自転車
（125cc以下）・小型特殊自動車＝市
民税課☎225-2012、三輪・四輪の軽
自動車（660cc以下）＝軽自動車検
査協会相模支所☎050-3816-3120、
二輪の軽自動車（126～250cc）＝軽
自動車協会相模支所☎285-1888、
二輪の小型自動車（251cc以上）＝
相模自動車検査登録事務所☎050-
5540-2037。問市民税課☎225-2012。
	
電子申請システムが	
リニューアル
　電子申請システムが4月1日に新
しくなります。スマートフォンに
も対応し、申請・届出・申し込みが
簡単にできます《コールセンター》
☎0120-22-0642（平日9時～17時）

《注意事項》現在のIDは新システ
ムでは利用できませんので、あら
ためて登録をお願いします。シス
テムの切り替え作業のため、3月31
日0時～4月1日9時は利用できませ
ん。問情報政策課☎225-2459。
	
国民年金保険料の学生納付特例
　学生で前年所得が基準以下であ
れば保険料の支払いが猶予されま
す。申請は年度ごとに必要で、平
成27年度は4月1日から受け付けま
す。申新年度の学生証または在学
証明書、年金手帳、印鑑（代理申請
の場合）、前年所得が分かるもの
（昨年に所得があり、27年1月2日以
降に市内に転入した方のみ）を持
ち、直接、国保年金課☎225-2121へ。
	
都市計画決定（変更）案の説明会
　3月18日、19時～。市役所本庁舎。
本厚木駅南口地区市街地再開発事
業に伴う第一種市街地再開発事
業・高度利用地区・都市計画道路・
地区計画の都市計画決定（変更）
案の説明会。申当日直接会場へ。
問都市計画課☎225-2401。

《パブリックコメント》
■（仮称）収蔵資料館建設に関す
る基本方針（案）
　《閲覧期間》3月1日～30日《閲
覧場所》郷土資料館、市政情報コー
ナー、公民館、本厚木駅・愛甲石
田駅連絡所、総合福祉センター、
中央図書館、あつぎ市民交流プラ
ザ、市ホームページ《応募資格》
市内在住在勤在学の方または市内
で活動する個人・法人・団体《応
募方法》閲覧場所にある用紙を備
え付けの「わたしの提案」箱に投
函するか、直接または郵送、ファ
クス、Ｅメールで〒243-0003寿町
3-15-26郷土資料館☎225-2515・
薨225-1070・e-mail=8650-3＠city.
atsugi.kanagawa.jpへ。

広報番組 ガ イ ド

放送時間（15分）　　　①12時～②19時30分～③22時45分～

番組はホームページ動画配信 CATV放送開始後に配信あつぎ元気Wave 検 索

※�内容や時間を変更す
る場合があります。

あゆチャンネル（11ch）

あつぎ 元気Wave

ケーブルテレビ ◆小林市長の3期目がスタート3月1日～15日
３選を果たした小林市長の初登庁の様子や抱負を紹介

3月 の

　インターネットを通じて、「広
報あつぎ」や市の施策・サービ
スなどについて意見を寄せてい
ただくモニターを募集します。
頂いた意見は、市の今後の事業
などに生かしていきます。

　市では、毎週土曜の午前、市民課と
国保年金課の窓口を開設していま
す。転入・転出が集中する3月下旬～
4月上旬は日曜も開設し、通常よりも
窓口を増やして対応します。

《対象》市内在住在勤在学の18歳以上で、電子メールを送受信できる方
《期間》4月～9月（毎月2回）　《謝礼》図書カード（500円相当）を進呈

《日時》3月21・22・28・29日、4月4・5日
　　　　8時30分～12時
《場所》市役所本庁舎1・2階

■市民課（１階）� ☎225-2110
　住民異動届（転出・転入・転居
など）、印鑑登録、住民票の写し
など証明書の発行、住基カードの
発行、戸籍に関する届け出、所得
証明書の交付
■国保年金課（１階）� ☎225-2120
　国民健康保険の被保険者証の発
行、国民健康保険料納付書の発行、
国民健康保険の給付申請、国民年
金第1号被保険者の資格取得手続
き、年金受給者の住所変更指定ハ
ガキの配布など

■学校教育課（１階市民課窓口）
　� ☎225-2650
　小・中学校の転入手続き（3月
21・22日を除く）
■介護保険課（２階）� ☎225-2393
　介護保険の資格手続き、介護保
険料の相談・納付、要介護認定申
請（3月21日を除く）
■こども家庭課（２階）�☎225-2233
　児童手当、児童扶養手当、子育
て日常生活支援事業、母子家庭等
支援事業、子ども医療証、ひとり
親医療証の手続き（3月21日を除く）

問広報課☎２２5-２043 問市民課☎２２5-２１１0・国保年金課☎２２5-２１２２

インターネット
モニターを募集

厚木市　年度末及び年度初めの開庁詳しくは 検 索

申Eメールに住所、氏名、生年月日、電話、メールアドレ
スを書き、3月15日までに広報課email＝0200＠city.atsugi.
kanagawa.jpへ。 公募340009

平成27年度上半期

本庁舎 １ 階窓口の混雑状況を
市ホームページで確認できます

3月１6日
スタート

市役所窓口を土・日曜に臨時開設します

《注意事項》
※本庁舎出入口は、正面玄関と西側（駐車場側）の2カ所です。
※�車でお越しの方は、本庁舎西側駐車場または厚木中央公園地下
駐車場をご利用ください。

※�一部取り扱いできない手続きがありますので、事前に開設窓口
にお問い合わせください。

※�住民票の写し、戸籍謄・抄本、税証明（土・日曜は要予約）などの証
明書は、地区市民センター（公民館）や連絡所でも交付できます。
ただし、厚木北・厚木南・愛甲地区市民センター、上荻野連絡所、
総合福祉センターは平日のみ受け付けます。3月21日は、証明
書などの発行ができません。

◆家にいても窓口の混雑状況を確認
　市ホームページから市民課と国保年金
課の窓口混雑状況を確認できるようにな
ります。3月～4月は特に窓口が混雑しま
す。パソコンや携帯電話・スマートフォ
ンで事前に状況を確認し、待ち時間が少
ない時間帯を選んでお越しください。

◆順番が近づくとメールでお知らせ
　市民課と国保年金課では、窓口で発券
した呼出番号レシートにQRコードを印
字しています。携帯電話やスマートフォ
ンから読み取ると、現在の待ち時間の目
安などを確認できます。メールアドレス
を登録しておけば、順番が近づくとお知
らせメールが届きます。待ち時間に外で
別の用事を済ませることもできますの
で、ぜひご活用ください。

問行政経営課☎２２5-２２80

あつぎ健康相談ダイヤル２４
さわやか1番 よいこころ

健康相談・医療機関情報（救急含む）

◎発信者番号は通知設定でおかけください
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市役所への郵便物は「〒２４3-8511厚木市役所◯◯課」で届きます。申＝申し込み　問＝問い合わせ　☎＝電話番号　 ＝ファクス番号　 申＝ウェブでの申し込み可

あつぎの遺跡展
「古代の厚木を探る」

�

　《展示》3月7日～22日、9時～17
時。郷土資料館。鳶尾遺跡など奈
良・平安時代の市内遺跡の発掘調
査成果を展示。無料《講演会》3
月21日、14時～16時。あつぎ市民
交流プラザ。専門家による古代を
テーマにした講演会。定員100人。
無料。申当日直接会場へ。先着順。
問文化財保護課☎225-2509。
	
市民ふれあいマーケット
　3月8日、10時～14時（雨天の場合
は15日）。厚木中央公園。日用雑貨や
衣料品などの不用品を130店舗が
販売。問環境政策課☎225-2749。
	
3月の青春劇場スケジュール
　7日=唄う！青春劇場カラオケ
大会（ゲスト・井上まりこ）。15
時～16時。アミューあつぎ9階。
入場料500円。1４日=ほんわかオ
カリナコンサート。13時～16時。
あつぎ市民交流プラザ。無料。２8
日=あつぎ青春劇場落語会（出演・

初
はつ

音
ね

家
や

左
さ

吉
きち

）。11時～12時30分。
アミューあつぎ9階。入場料500円。
　いずれも定員は100人。申当日直
接会場へ。問商業にぎわい課☎
225-2840。
	
八
は

菅
す げ

神社火渡り神事と
八菅山、鳶尾山ハイキング
　3月28日、9時30分～15時（雨天
中止）。上荻野バス停前集合。上
荻野バス停～八菅山～八菅神社～
鳶尾山～鳶尾団地バス停（解散）
の約7㌔を歩く。弁当、飲み物を
お持ちください。定員50人。500
円（資料・保険代）。申3月1日から
東丹沢七沢観光案内所☎248-1102
へ。先着順。
	
ミツマタを鑑賞し、七沢で
春の訪れを感じよう
　3月28日、9時30分～15時。広沢寺
温泉駐車場（七沢2656-1）集合。二
の足林道を歩きミツマタを鑑賞す
る森林セラピー体験。定員10人。
500円（保険料など）。弁当、飲み物、
トレッキングシューズをお持ちくだ
さい。申3月1日から東丹沢七沢観光

案内所☎248-1102へ。先着順。 141716
	
第37回児童館合唱団発表会
　3月14日、14時～16時。文化会館。
児童合唱団によるミュージカル。
定員370人。無料。申当日直接会
場へ。先着順。問青少年課☎225-
2581。 141720
	
春季ネイチャーゲーム
　3月21日、10時～12時。ぼうさ
いの丘公園（温水783-1）。五感を
使って自然を感じ取る体験ゲー
ム。市内在住の小中学生と保護者
30人（小学生は保護者同伴）。無料。
申直接またはハガキ、ファクスに
講座名、〒住所、氏名（ふりがな）、
電話番号、学校名、学年を書き、3
月15日（必着）までに〒243-0018
中町1-1-3青少年課☎225-2580・
薨224-9666へ。抽選。 申141713
	
スポーツなじみＤＡＹ
　3月21日、10時～15時30分。荻
野運動公園（中荻野1500）。気軽
に楽しめるニュースポーツを紹介
《種目》屋内=バウンスボール、
キンボール、ドッヂビー、カーレッ
ト、ビーチボール、体力チェック
コーナーなど。室内履きをお持ち
ください。屋外=ターゲット・バー
ドゴルフ、グラウンド・ゴルフな
ど（雨天時は屋内種目のみ）。無料。
問スポーツ政策課☎225-2531。
	
ターゲット・バードゴルフ	
「女子会inオール厚木大会」
　3月14日（雨天の場合は15日）、9
時～13時。ゲーム感覚の団体戦。
厚木青少年広場（厚木2348）。市
内在住で経験のある女性30人。賞
品、参加賞あり。弁当をお持ちく
ださい。無料。申当日直接会場へ。
問ターゲット・バードゴルフ協会・
西野☎248-1799。
	
きてみてガッテン！ついつ
いやせちゃう 7つの裏ワザ
　3月13日、13時30分～15時30分。
アミューあつぎ9階。テレビ番組
「ためしてガッテン」の元専任ディ
レクターが痩せる方法を楽しく伝
授。市内在住の方100人。無料。

申3月4日～10日に健康づくり課☎
225-2201へ。先着順。
	
斎場施設見学会
　3月16日、①10時30分～②13時30
分～。市斎場（下古沢548）。施設見
学と葬儀の説明。各回定員50人。無
料。申3月1日～15日に斎場☎281-
8595へ。先着順。
	
Shall we walk? ～プロに
教わるウオーキングのコツ～
　3月17日、13時～16時。あつぎ
市民交流プラザ。日本ウオーキン
グ協会の講師が正しい歩き方を講
義。市内在住の方40人。無料。申
3月4日から健康づくり課☎225-
2201へ。先着順。 141717
	
療育支援事業講演会	

「発達障がいってなあに」
　3月20日、14時～16時。あつぎ市
民交流プラザ。発達障がいの概要
と対応方法を神奈川リハビリテー
ション病院小児科医師が講演。定
員40人。無料。申3月13日までに
福祉総務課☎225-2252へ。抽選。
	
身近な生活に役立てよう～地図
で体験するオープンデータ～
　3月28日、14時～15時30分。グ
ルメや観光などの地図を作りなが
らオープンデータを学ぶ。Google
アカウントを持ち、パソコン操作
に慣れた方16人。申3月17日まで
に情報プラザ☎220-2711へ。抽選。
申141741

	
春休みだよ！キッズパソコン	
教室「iPhone アプリ作成体験」
　①3月29日、10時～11時30分②3
月29日、14時～15時30分。iPhone
やiPad用のアプリを作る。アプリ
はiOS端末に入れて持ち帰れま
す。市内在住在学の小学4～6年生
16人。無料。申3月17日までに情
報プラザ☎220-2711へ。抽選。
申①141707②141740
	
子育て支援センターの保
育士（臨時職員）を募集
　《対象》保育士資格を有する方
若干名《内容》子育て支援センター

タウンガイド

マイタウンクラブ

www.mytownclub.com
［携帯電話は末尾に/cpを］

印の番号でウェブ上からも、詳
しい情報をご覧いただけます。
「 申」と記されたものは、ウェ
ブ上から申し込みができます。
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　公共施設5カ所に、電気自動車用の急速
充電器を設置します。電気自動車の普及を
促進し「環境・交通先進都市」を目指します。

《設置場所》�依知北・依知南・睦合西・相
川公民館、文化会館

《利用開始日》4月1日（予定）
《利用時間》公民館=8時30分～22時
　　　　　　文化会館=24時間
《利用料金》日本充電サービスや各自動車
メーカーが定める額
【料金例】日本充電サービス=月会費3800
円＋15円/分。日産自動車=3000円／月（使
い放題）。いずれも税抜き。
《支払い方法》日本充電サービスや自動車メー
カーが発行するカードで決済（現金での利
用はできません）

問産業振興課☎２２5-２830

電気自動車用急速充電器を設置
　ロボットの最先端技術が詰まった２足歩行ロボット
の競技です。迫力ある戦いを間近で見てみませんか。
《日時》3月14・15日
　　　　10時30分～17時
《場所》あつぎ市民交流プラザ
　　　　「ルーム601～603」
《内容》�2足歩行ロボッ

トがリング内
で戦い、勝敗
を決める

《定員》100人

二足歩行ロボット競技会

問産業振興課
☎２２5-２83１

申当日直接会場へ。
先着順。

入場
無料

ロボット競技の様子

相川公民館に設置された急速充電器

　市役所の無料急速充電器は、有料
化への切り替えに伴い、4月1日（予
定）から当面の間休止します。

問財産管理課☎２２5-２083



この「広報あつぎ」は、再生紙を使用しています。不用になりましたら、資源回収にお出しください。

　消火器や住宅用火災警報器などを高額で販売
する悪質な業者がいます。消防職員が消火器など
の販売をしたり、特定の業者に販売を委託したりす
ることはありませんので、十分に注意してください。

春の火災予防運動

（２月1日現在）

厚木市
の

人　口 ※65歳以上、外国人市民は住民基本台帳による9万6424世帯 −前月比28世帯増−

22万5075人（男11万7023人、女10万8052人） 
−前月比58人減−

●6 5 歳以上＝4万9935人（男2万3349人、女2万6586人）
●外国人市民＝5583人（男2779人、女2804人）

人　口

世帯数

「広報あつぎ」では、自主財源確保のため広告掲載事業を実施しています。広告掲載の申し込みは㈱相鉄エージェンシー☎045-450-1804へ。

　「厚木」をロケ地やテーマにした、たくさんの作品が寄せら
れました。その中から、審査員や市民の皆さんが選んだ優秀
作品を上映・表彰します。ぜひご来場ください。

　３月１日〜７日に、春の火災予防運動を実施します。空気が乾燥するこの
季節、火の取り扱いには十分注意しましょう。
※�期間中は、消防職員や消防団が、消防車による巡回や事業所への立入検査
などを実施します。１日７時には吹

すい

鳴
めい

試験を実施し、市内全域にサイレンを鳴ら
しますので、火災とお間違えないようご注意ください。

　住宅火災による死亡者は全国で1000人を超え、その多く
は逃げ遅れによるものです。逃げ遅れを防ぐため、家庭の
寝室と階段には住宅用火災警報器の設置が義務化されてい
ます。お近くのホームセンターや電気店などで購入できますの
で、設置がお済みでない方は、一日も早く取り付けましょう。

あつぎ映像コンテスト
受賞作品上映会

　人気テレビ番組「開運！なんでも鑑定団」
が厚木にやってきます。あなたのとってお
きの「お宝」を鑑定してもらいませんか。
観覧希望者も募集します。

公共施設などにある申込書（市ホームペー
ジからダウンロード可。鑑定依頼品１点につき
１枚）に必要事項を書き、鑑定品の写真３枚
以上（①全体像が分かる②絵柄や文字など
主要な部分のアップ③銘や落

らっ

款
かん

）を添えて、
４月20日（必着）までに直接または郵送で
〒243-8511企画政策課へ。テレビ局担当スタッ
フによる書類審査あり。

※�開催日に出場可能な方に限ります。古物
売買免許のある方はご遠慮ください。申
込書や写真は返却できません。

お宝鑑定

往復ハガキに〒住所、氏名、電話番号、
返信先を書き、５月25日（消印有効）までに
〒243-8511企画政策課へ。定員1400人。抽
選。結果は６月上旬に郵送します。

観覧

問企画政策課☎２２5-２450

問予防課☎２２3-9371問広報課☎２２5−２040

3月1日
　〜7日

6月28日日 13時〜15時　　  文化会館 大ホール日時 会場

日時　３月15日日　10時〜1２時
場所　アミューあつぎ９階　ホール11２
内容　�受賞作品の上映と制作者の舞台あいさつ、表彰式
　　　※広報写真コンクールの表彰式も同時開催
定員　100人
申当日直接会場へ。先着順

市制60周年記念事業

！

無 料

住宅用火災警報器


